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巻 　 頭 　 言

赤
十
字
の
原
点	

近
衞
忠
煇

　

赤
十
字
は
、
人
道
の
立
場
か
ら
「
戦
場
に
お
い
て
敵
・
味
方
の
別
な
く
傷
病
者
を
救
護
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
八
六
三
年
に
ス
イ
ス
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
五
九
年
の
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
大
会
戦
に
遭
遇
し
、

「
戦
場
に
も
慈
悲
を
」
と
い
う
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
の
祈
り
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。
赤
十
字
の
マ
ー
ク
は
翌

年
、
条
約
に
よ
っ
て
中
立
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、
各
国
に
は
相
次
い
で
赤
十
字
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
前
身
で
あ
る
博
愛
社
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、
一
八
七
七
年
の
西
南
の
役
の
戦
場

で
し
た
。
そ
の
後
、
次
々
に
起
き
る
戦
時
の
救
護
に
必
要
な
人
材
の
確
保
を
迫
ら
れ
た
日
赤
は
、
研
修
の
場
と
し

て
赤
十
字
病
院
を
各
地
に
設
け
、
現
在
は
九
二
の
病
院
と
六
か
所
の
看
護
大
学
や
専
門
学
校
が
、
救
護
の
人
材
の

養
成
と
救
護
の
拠
点
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

日
赤
は
、
日
清
・
日
露
・
第
一
次
・
第
二
次
大
戦
と
、
国
や
軍
の
方
針
の
下
に
医
師
や
看
護
婦
ら
で
構
成
さ
れ

る
救
護
班
を
各
地
に
多
数
派
遣
し
、
多
く
の
負
傷
兵
を
救
護
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
の
軍

人
で
あ
り
、
中
立
の
立
場
で
、
敵
国
の
兵
士
や
住
民
を
救
護
す
る
と
い
う
場
面
は
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

戦
後
、
日
赤
の
紛
争
時
の
救
護
活
動
は
国
際
赤
十
字
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年

の
湾
岸
戦
争
で
は
、
日
本
政
府
か
ら
の
救
護
班
派
遣
要
請
を
断
り
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
下
に
、

一
〇
人
か
ら
な
る
救
護
班
を
派
遣
し
ま
し
た
。
赤
十
字
の
原
則
で
あ
る
「
独
立
」
と
「
中
立
」
の
下
で
活
動
す
る

方
が
相
応
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

　

戦
時
救
護
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
日
赤
が
災
害
救
護
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
八
年
の
磐
梯

山
噴
火
の
際
、「
昭
憲
皇
后
」
か
ら
救
護
員
を
被
災
地
に
派
遣
す
る
よ
う
、
直
々
の
ご
下
命
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

そ
れ
以
来
、
国
内
外
で
の
災
害
救
護
が
日
赤
の
活
動
の
柱
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
は
、
全
国
か
ら
七
、〇
〇
〇
人
以
上
の
医
師
・
看
護
師
が
被
災
地
に
出
動
し
、
半
年
に

わ
た
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

日
赤
は
災
害
救
護
、
医
療
、
献
血
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
た
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
保
護
法
の
下
で
我
が
国
が

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
役
割
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
際
人
道
法
の
普
及
も
変
わ
ら
ぬ
重
要
な
役
割
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
赤
十
字
が
紛
争
の
犠
牲
者
の
救
護
の
た
め
に
生
ま
れ
た
と
い
う
原
点
を
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。	

（
日
本
赤
十
字
社
社
長
）


